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＜「トラドック」点検の実施方法＞         別紙 

 

１．まず最初に点検のイメージを把握して下さい。 
【点検のイメージ】 

 Step1 

 
  Step2   
 

Step3   

 
Step4   

 

 

２．次に、以下の点検手順に沿って点検を実施して下さい。 

【点検手順】 ～まずは現状を把握しましょう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・ 

 

 

「【Ａ】 1．点呼」 

 

「【Ｄ】32．運輸安全マネジメント」 

までを順次点検 
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※記入方については、各事業所で分かりやすい方法で記載していただいて構いません。 

 

最初の点検：４月　　日 ５月　　日 ６月　　日 ７月　　日 ８月　　日 ９月　　日 １０月　　日 １１月　　日 １２月　　日 １月　　日 ２月　　日 ３月　　日

○

○

○

　２．業務記録（運転日報）　　　 ※１年保存 ○

　３．運行指示書　　　　　　　　 ※１年保存 －

9名：前年6/1受診

5名：前年6/1、12/1受診 9名予定

　５．乗務員指導教育（一般） ９名

　　　　　　　　　　　　　　　　 ※３年保存 ９名実施済

　６．日常点検　　　　　　　　　 ※１年保存 ○

点検対象車両数（両） ８両

実施車両数　　（両） ８両

　８．過労運転 ○

　９．営業類似行為（白トラ） なし

１０．名義貸し、事業の貸渡し なし

１１．過積載運行 なし

チ ェ ッ ク 項 目　　※　　　　　 の項目は巡回指導の重点項目

＜Ａ：毎月チェックする項目＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※該当しない項目には「－」を

　１．点呼（業務前、中間、業務後）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ※１年保存

対面点呼実施状況　　　　　　　　　　○：実施　　×：否

運管者：１／３以上の実施状況　　　　○：実施　　×：否

中間点呼実施状況（中間点呼が必要となる場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：実施　　×：否

出席者（名）

実施・整理・保存状況　　　　　　　　○：実施　　×：否

　７．定期点検　　　　　　　　　 ※１年保存
　　　　　　　　　 ※記録簿本通は車両へ備付

点検の実施・記録簿（写）の保管状況

改善基準告示の遵守状況　　　　　　　○：遵守　　×：未遵守

業務後の確認、整理・保存状況　　　　○：実施　　×：否

作成状況（運行指示書が必要となる運行の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：作成　　×：未作成

　４．健康状態の把握（健康診断）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ※５年保存

対象者の受診状況　　　（名）

内、深夜業務従事対象者（名）の受診状況

対象者（名）

白トラ利用の有無

名義貸し等の有無

過積載運行の有無

ト ラ ド ッ ク 年 間 チ ェ ッ ク 表

記 載 例

＜年間チェック表の活用手順

＞

トラドック（解説書）で点検し

た各項目の状況を、

○最初の点検後、７月までの記載例

＜会社の概要＞
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最初の点検：４月　　日 ５月　　日 ６月　　日 ７月　　日 ８月　　日 ９月　　日 １０月　　日 １１月　　日 １２月　　日 １月　　日 ２月　　日 ３月　　日

9名 １１名

9名分作成済 ２名

－ ２名

－ ２名作成

－ ２名受診

－ １名：岐阜一郎

－ 5/20受診

－ １名：岐阜一郎

－
5/21-22

実施

－ １名：美濃次郎

－ 5/20受診

－ １名：美濃次郎

－ 5/21実施

－

実施状況 －

－

－

１３．新規雇用運転者の事故歴の把握 － ２名取得

１２名 １４名

１２名 １４名

なし

1４名 １６名

1４名 １６名

なし

チ ェ ッ ク 項 目　　※　　　　　 の項目は巡回指導の重点項目

＜Ｂ：変更があった場合にチェックする項目：人・車両・事業施設等＞　　　　　　　 ※該当しない項目には「－」を

１２．運転者等台帳
現在の選任運転者数の状況（名）

現在の台帳作成・変更・保存状況（退職者は3年間保存）

１２－２．

新たに運転者を雇用した時の確認事項

※当項目は巡回指導で指摘が多いため要注意

※項目「２３」「２４」と関連

※ポイント
新たに雇用する運転者が、
初任運転者の指導・教育を要する者か否か
高齢運転者に該当するか否か
事故惹起者に該当するか否か

　「トラドック（解説書）」Ｐ47～48参照

　　　　　　　　　　 　※教育記録は３年保存

新
た
に
雇
用
し
た
運
転
者

新たに雇用した運転者（名）

台帳の作成状況

健康診断 雇入時の健康診断受診状況

初
任

適性診断
初任診断対象者（名）

実施状況

事
故
惹
起
者

適性診断

運転記録証明書等の取得状況（過去3年分）

特定診断（事故惹起）対象者（名）

指導教育
事故惹起者の指導対象者（名）

実施状況

指導教育
初任運転者の指導対象者（名）

実施状況

高
齢
者

適性診断
適齢診断対象者（名）

実施状況

指導教育
高齢運転者の指導対象者（名）

実施状況

２３．労働保険（雇用保険・労災保険）

※項目「１２」「１２－２」と関連

加入対象者（名）

加入状況　（名）

適用除外者（名）

２４．社会保険（健康保険・厚生年金保険）

※項目「１２」「１２－２」と関連

加入対象者（名）

加入状況　（名）

適用除外者（名）

ト ラ ド ッ ク 年 間 チ ェ ッ ク 表

○最初の点検後、７月までの記載例

＜会社の概要＞

・本社及び主たる事務所の位置：岐阜市内

・組織体制（７月末で総勢１６名）

社長 １名

専務 １名（役員兼運転者）

運行管理者 ２名（運輸太郎・国土花子）
➟運輸太郎は今年度受講対象（６月）

➟国土花子は昨年度受講のため今年度は対象外

整備管理者 １名（運輸太郎）
➟今年度受講対象（１１月）

事務員 １名

専属運転者 １０名（５月に２名入社）

⇒ 専務も乗務するため選任運転者は １１名

 

 

 

 

〇定期点検を実施するにあたり、チェック項目を４つに区分しています。 

 

１． 定期点検は４つに区分していますので、 

区分に応じた点検を行って下さい。 

２． 点検の記載方は☑や「〇」や「－」等、 

適宜の方法で構いません。 

３． 内容に変更があった場合、記載例を参考に 

記載して下さい。 

（※管理しやすい記載方で構いません） 

 

【留意点】 

変更された項目によっては、 

「複数の項目」が関係してくる場合があります。 

（例） 

入社した運転者（２名）が、特定運転者である 

「初任運転者」や「高齢運転者」に該当する場合 

などは、選任運転者数や台帳の作成状況のほか、 

 

「雇入時の健康診断」 

「適性診断」 

「指導・教育」 

「事故歴」 

「社会保険・労働保険」 

の状況も点検する必要があります。 

 

※特定運転者に必要となる適性診断や指導は 

トラドック冊子版の後半にある＜参考資料＞ 

「特別指導及び適性診断の対象となる運転者早見表」 

を活用して下さい。 

 

４．項目によっては失念防止のため「今後の予定表（計画表）」として活用できます。 

【 例 】 

 ・運行管理者講習や整備管理者研修の受講予定日を記載 

 ・健康診断の受診予定月を記載            等 

Step4 ＜トラドック年間チェック表による定期的な点検の実施＞ 

「最初の点検」をしていただいたら、定期点検を実施して下さい。 


